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「ご縁を大切に」
だいち 指導員 明石 恵美子

皆様、毎日のお仕事お疲れ様です。
五月から「だいち」の指導員としてお世話になっています

「明石 恵美子」です。 どうぞよろしくお願いします。
私は、これまで沖永良部・徳之島・鹿児島市内の小学校を

四十年間子どもたちと一緒に学校生活を送ってきました。
この度は、縁あって皆さまのお子様と共に活動する事になりました。
このご縁を大変嬉しく思っています。
子どもたちの顔と名前を早く覚え、一人ひとりとのコミュニケーションを大

切にしながら、子どもたちに寄り添い、だいちで子どもたちが安心して、伸び
伸びと生活できるように手助けしていきたいと考えています。
また、保護者の皆さんそしてだいちの先生方と手を取り合いながら皆さまの

大切なお子様を育てていきたいとも思っています。
私は、主に月曜日と水曜日にだいちで活動しています。週２回の短い時間で

すが、今まで子どもたちと接してみての感想を述べたいと思います。
子どもたちはだいちに、「ただいま。」と言って元気よく学校から帰ってきま

す。先生方の「おかえりなさい。」という優しい言葉に迎えられて、各自の鞄
棚にカバンの整理をします。その後、手洗い・体重・体温を測り記録します。
一人ひとりの健康状態をしっかり把握してからの活動開始です。一人ひとり

の健康状態を把握することは、その日の安全性・活動意欲にも関係してくるこ
となので、とても良いことだと思いました。
次に、一人ひとりだいちでの「自分のスケジュール」を決めます。計画に従

って行動することはとても難しい事ですが、もう習慣化できているようで、ス
ムーズにスケジュールを立てて活動しています。それにもビックリしました。
異年齢の子どもたちの集まりの中で特にほほえましい光景は、上学年の子ど

もが下学年の子どもに勉強や折り紙の折り方やブロックでの物作り等を親切に
教えたり仲良く遊んだりしている姿です。
だいちに来て、何度もこのような光景を見まし

た。本当に心が温まります。
このように、一人ひとりの子どもたちが仲間の

ことを思いやる「思いやりの心」がますます育っ
ていくように手助けできたらいいなと思っていま
す。
私も、子どもたちと関わっていると元気や勇気

をもらい意欲が出てきます。そして、新しい発見
を学びます。月曜日と水曜日にだいちでこどもた
ちと一緒に活動できることが楽しみになっています。



フェイスブック（Facebook）で毎日、児童の活動を公開しています
管理者が招待したメンバーしか見ることが出来ない「秘密グループ」で、児童の

様子を毎日ご覧いただけます！フェイスブックアカウント取得後、上野 哲もしくは

児玉 篤樹を検索し、友だち申請とメッセージを送って下さい。こちらから招待させ

て頂きます。（招待するのは、保護者・家族・「だいち」関係者に限ります。）

うまく出来ない場合や、やり方が判らない場合など、ご連絡くだされば手順説明

書をお届け致します。

７月～８月の利用計画がほぼ固まりつつあります。まだ利用予定調査
表をお届けいただいて無い方は、８日までにご提出下さいますようにお
願い申し上げます。
用紙が紛失している場合などございましたらお知らせ下さい。すぐに

手配させて頂きます。
欠席予定が早く把握できると、利用回数を増やしたい方が利用できま

す。できるだけ多くの方に、できるだけたくさん「だいち」をご利用頂
くため、ご協力下さい。

夏休みも、多彩なお出かけメ

ニューを計画中です。

かごしま水族館にて

マリンポートにて

食へのこだわり

だいちでは、「誰が作っ

たか判る物を」できるだ

け提供するようにしてい

ます。食事は、感謝を学

ぶ大切な学習の機会だと

考えています。

ある日のだいち給食（３５０円） ある日のＩＳＳＩＮ弁当（３５０円）

「フェイスブック」をご覧いただけない保護者のために「グループライン」も準

備いたしました。 日常的連絡や緊急連絡に大変役立つものだと思いますの

で、ご希望の方は、上野 さとるか児玉篤樹atsuki kを検索して友だち申請をし

てください。こちらからグループへ招待致します。 現在フェイスブック利用中の

方も、登録して頂けます。

病気や急用などによる欠席や、児童に関する重要な情報連絡は下記番号まで。
児玉篤樹☆ー☆☆ー☆ 上野哲★ー★★ー★ の 「個人携帯」


